ジョシ タンキ ダイガクセイ ノ パノラマ エックスセン ゾウ ガ シメス モノ : ニュウシ バンキ ザンゾン ト カジョウシ ニ ツイテ by 細見 環 et al.
〈論文〉
女子短期大学生のパノラマエックス線像が示すもの
──乳歯の晩期残存と過剰歯について──
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Radiographic examinations of women’s college students
──Persistence of primary teeth and the presence of supernumerary teeth──
Tamaki Hosomi, Mami Arai, Naho Yosikawa,
Megumi Koga, Sakiko Hanatani, Mari Nakayama,
Noriko Oooka, Kazumi Hamamoto, Yoshiko Hatanaka,
Takako Shibatani and Takashi Ooshima
要旨：新たに購入したデジタルパノラマエックス線撮影装置を用いて、歯科衛生学科
学生 200名のエックス線撮影を行なった。第三大臼歯を除くと永久歯の先天欠如が
15症例に認められた。15症例のうち 9症例には 15本の乳歯の晩期残存が認められ
た。従来のエックス線撮影装置では、第四大臼歯はあまり鮮明には認められなかっ
た。しかしこの新しい装置を用いると、永久歯の先天欠如が認められなかった 6症例
に第四大臼歯 6本が明瞭に認められた。第四大臼歯を有する症例のうち 1症例は他に
4本の埋伏過剰歯を有していた。永久歯の先天欠如が認められなかった症例のうち 1
症例は正中埋伏過剰歯を有していた。また別の 2症例では上顎犬歯の埋伏が認められ
た。
本学学生から得られた今回の結果は疫学的に特別な集団のものであるとは考えられ
ない。したがって我々の調査結果は、20歳の日本人女性における過剰歯と乳歯残存
の発生率を調べるための疫学的な研究での利用に適していると考えられる。今後、症
例を増やして研究を続ける予定である。
Abstract : Using a newly purchased digital panoramic x­ray imaging apparatus, we per­
formed examinations of 200 female students in our dental hygiene department. Congenital
absence of permanent teeth, excluding third molars, was revealed in 15 of the subjects. Of
those 15 subjects, 9 had a total of 15 persistent primary teeth. In images obtained with a
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Ⅰ 緒 言
本学歯科衛生学科では、2年次の歯科診療補
助実習において、学生のパノラマエックス線写
真撮影を行い、エックス線診査の指導を行って
いる。平成 25年度には第一歯科臨床実習室に、
近年急速に進歩してきたデジタル様式のパノラ
マエックス線撮影機器が導入された。これを学
生実習に使用したところ、その鮮鋭な像のた
め、フィルム様式での実習の時には気づかなか
った乳歯の晩期残存や過剰歯の存在等、多くの
異常所見が観察された。
一般的に後継永久歯が先天欠如しているケー
スでは、乳歯の晩期残存が認められることが多
い。このため特に小児歯科臨床においては、後
継永久歯が欠損している場合には、可及的に乳
歯の残存を図り、将来的に乳歯が脱落した後の
永久処置をも考慮して処置が施される。しか
し、個々の症例についての報告は認められるも
のの、これら乳歯がいつまで残存するかについ
ては調査報告が少なく、明確な説明を行うこと
が難しい。
そこで今回、20歳の女子学生における乳歯
の晩期残存と過剰歯の発生率等について疫学的
な視点から調べることとした。
Ⅱ 対象および方法
平成 25年度に本学歯科衛生学科の第一臨床
実習室にデジタル様式のパノラマエックス線撮
影機器（ベラビューエポックス X 550：モリタ
製作所）が導入された。これを用い、平成 26
年度秋学期に歯科衛生学科 2年次生の学内実習
『歯科診療補助方法論Ⅲ』においてデジタルパ
ノラマエックス線写真の撮影実習を行った。こ
のとき撮影された学生のデジタルパノラマエッ
クス線写真 104名分および、平成 26年 3月お
よび平成 27年 3月に行われた 3年次生の卒直
前実習で撮影された学生のデジタルパノラマエ
ックス線写真 96名分（平成 26年 51名分と平
成 27年 45名分）計 200名分を読影（エックス
線写真の観察）の対象とした。
学内実習および卒直前実習中に撮影された鮮
明なデジタル様式のパノラマエックス線写真の
読影は研究代表者を含む歯科医師 2名で行っ
た。乳歯の晩期残存と第四大臼歯その他の過剰
歯の有無および、認められる歯科異常所見につ
いてはすべて記録した。
異常の認められた学生については、各実習中
および必要が認められた場合は別途、研究代表
者が口腔内を診査し、さらにデジタル様式で当
該部位をデンタルエックス線撮影を行うことに
conventional X-ray imaging apparatus, fourth molars are not always clearly recognized.
However, with this new device, 6 fourth molars were clearly noted in 6 subjects who had
no congenital absence of permanent teeth. One of the subjects with a fourth molar also had
another 4 impacted supernumerary teeth. Of subjects without congenital absence of perma-
nent teeth, 1 had a median impacted supernumerary teeth and an impacted maxillary canine
was observed in 2.
The present subjects, selected from our college student body, are not considered to be
an epidemiologically unique population. Therefore, our findings are thought to be suitable
for utilization in an epidemiological study to examine the incidence of supernumerary teeth
and persistence of primary teeth in 20-year-old Japanese females. We intend to continue our
research with a greater number of subjects.
Key words：先天欠如 Congenital absence デジタルレントゲン digital x-rays 第 4大臼歯 fourth
molar 乳歯 primary teeth 過剰歯 supernumerary teeth
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よって、記録に間違いがないか確認した。同時
に晩期残存乳歯についてはその動揺度を調べ、
脱落が近いかどうかを判定した。
ついで、全員の診査記録から、各々、乳歯の
晩期残存と第四大臼歯その他の過剰歯等の発生
率を計算した。
学生らには実習に際して、個人情報の管理に
は十分注意を払い、各々データは通し番号で記
録し、個人が特定できない形で保管すること、
得られたデータは研究活動のみに用いること等
を口頭で告げ了解を得た。
この研究は、関西福祉科学大学研究倫理委員
会の承認（承認番号 14-01）を受けて行ったも
のである。
Ⅲ 結 果
おおよそ 20歳±1歳の歯科衛生学科学生 200
名の鮮明なデジタルパノラマエックス線写真を
審査したところ、9症例に計 15本の乳歯の晩
期残存が認められ、その内 1本のみには重度の
動揺が認められた。当該乳歯にはパノラマエッ
クス線写真上では歯根ははっきりとは認められ
なかった。
部位および歯種別の乳歯の晩期残存数を表 1
に示した。乳歯の晩期残存の発生率は 4.5％で
あった。さらに乳歯の晩期残存の症例には後継
永久歯の先天欠如を伴うケース（図 1）と、後
継永久歯は存在するが埋伏しているケース（図
2）が認められた。また、乳歯は脱落している
が、後継永久歯が埋伏しているケース（図 3）
表 1 部位および歯種別の乳歯の晩期残存数
（A：乳臼歯、B：乳側切歯、C：乳犬歯、D：第一乳臼歯、E 第二乳臼歯）
部位 右上 左上
歯種
数（本）
E
2
D
0
C
0
B
1
A
0
A
0
B
1
C
2
D
0
E
4
歯種
数（本）
E
3
D
0
C
0
B
0
A
0
A
0
B
0
C
0
D
0
E
2
部位 右下 左下
図 1 乳歯の晩期残存と後継永久歯の先天的欠如（先欠）
：上下顎第二乳臼歯が 4本残存している。後継の第二小臼歯は認められない。
また、上顎左右側切歯も認められない。
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も認められた。
一方、第三大臼歯を除く永久歯に先天欠如が
認められたのは 15症例で、発生率は 7.5％で
あった。15症例の内訳は、側切歯あるいは第
二小臼歯等、1歯種・1本のみの先天欠如が 8
症例、1歯種・複数本の先天欠如が 4症例、側
切歯と第二小臼歯等、2歯種・各 1本の先天欠
如が 1症例、側切歯と犬歯と第二小臼歯等、3
種類以上の歯種で複数本先天欠如している症例
が 2症例であった。
3種類以上の歯種で複数本の先天欠如を有す
る者のうち 1症例では、上顎左側および下顎右
側に第二乳臼歯の晩期残存を認めたが、第三大
臼歯を除く永久歯の先天欠如数は 13本と著し
く多く、乳・永久歯を合わせても現在歯数は
17本（上顎 7本・下顎 10本）と少なかった。
同症例には上顎右側第一および第二小臼歯部
と、下顎右側犬歯部に各々 1本ずつ、計 3本の
インプラント体の埋入も認められた（図 4）。
永久歯が先天欠如している歯種としては、第
三大臼歯を除くと側切歯が 10症例で最も多く、
ついで第二小臼歯が 5症例、犬歯が 3症例であ
図 2 乳歯の晩期残存と後継永久歯の埋伏
：晩期残存している上顎左側第二乳臼歯の根尖側に、上顎左側第二小臼歯が埋伏している。
図 3 上顎左側犬歯の逆生埋伏
：上顎左側には乳犬歯も認められない。
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図 4 3種類以上の歯種で永久歯が複数本（13本）先天欠如している症例
：上顎左側および下顎右側に第二乳臼歯の晩期残存を認める。
また、上顎右側第一および第二小臼歯部と下顎右側犬歯部にインプラント体（計 3本）の埋入を認める。
表 2 第三大臼歯を除く、部位および歯種別の永久歯の先天欠如数
（1番：中切歯、2番：側切歯、3番：犬歯、4番：第一小臼歯、5番：第二小臼歯、6番：第一大臼
歯、7番：第二大臼歯）
部位 右上 左上
歯種（番）
数（本）
7
1
6
0
5
3
4
1
3
0
2
6
1
0
1
0
2
5
3
2
4
1
5
3
6
0
7
1
歯種（番）
数（本）
7
1
6
0
5
5
4
0
3
1
2
3
1
0
1
0
2
1
3
0
4
0
5
3
6
0
7
1
部位 右下 左下
図 5 上顎右側第四大臼歯
：智歯（第三大臼歯）の根尖側（下方）の上顎洞底部に埋伏している。
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った。第二大臼歯が先天欠如している症例も 1
症例認められた。第三大臼歯を除く、部位およ
び歯種別の永久歯の先天欠如数を表 2に示し
た。先天欠如の総数は 38本であった。なお、
永久歯の先天欠如は、上顎では側切歯（11
本）、第二小臼歯（6本）の順に多く、下顎で
は第二小臼歯（8本）、側切歯（4本）の順に多
かった。
一方、先天欠如の認められない症例のうち 6
症例には各 1本ずつ計 6本の第四大臼歯が認め
られた。部位別の第四大臼歯の発生数を表 3に
示した。上顎および下顎に第四大臼歯が認めら
れた症例のデジタルパノラマエックス線写真を
図 5および図 6に示した。なお、第四大臼歯の
発生率は 3.0％であった。また、第四大臼歯を
有する症例の中には顎骨内に複数の過剰歯を持
つ症例も 1例認められた（図 7）。
さらに第四大臼歯が認められた 6症例とは別
の 1症例では、デジタルデンタルエックス線写
真撮影を行なったところ正中埋伏過剰歯がある
図 6 下顎右側第四大臼歯：智歯（第三大臼歯）の後方の下顎枝に埋伏している。
図 7 第四大臼歯を含む複数の過剰歯（計 5本）が認められた症例。
表 3 部位別の第四大臼歯の発生数
部位（本） 右上（2） 左上（3）
部位（本） 右下（1） 左下（0）
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ことが確認された（図 8）。
その他、上顎犬歯の逆生埋伏が 2例認められ
た。
Ⅳ 考 察
永久歯の先天欠如に起因する乳歯の晩期残存
と過剰歯の存在は、健全な永久歯列の確立にと
って大きな問題となる。後継永久歯を欠如する
乳歯が何歳まで口腔内に残存しうるのかを示す
指標をあたえることは、小児の歯科臨床におい
て極めて重要である。それ故にこれまでにもこ
ういった問題については多くの症例報告がなさ
れてきた。
症例報告以外では、乳歯の晩期残存を有する
106名（年齢：14～47歳）について視診とエッ
クス線診査で調べた鬼塚（1979）の統計学的研
究がある1）。鬼塚は乳歯の晩期残存はその 70％
が 10代後半から 20代前半の青年に認められた
と報告した。また、学校歯科健診の記録カード
から、中学生 435名および高校生 2,345名にお
ける乳歯の晩期残存率を調べた荒井ら（2004）
の研究では、中学生の 12.1％、高校生の 3.3％
に乳歯の晩期残存を認めている2）。
今回の我々の調査では、本学学生の乳歯の晩
期残存の発生率は 4.5％で、荒井らの高校生に
おける乳歯の晩期残存の発生率と近かった。こ
れは鬼塚も述べているように乳歯の晩期残存が
主として 10代後半から 20代前半までに認めら
れ、それ以降は歯根の吸収等により脱落して、
経年的に減少していくからだと思われる。今回
15本の晩期残存乳歯中の 1本には重度の動揺
が認められた。当該乳歯にはエックス線写真上
でも歯根ははっきりとは認められず、脱落が近
いものと思われた。しかし、残りの 14本には
歯根吸収などのエックス線的な所見は認められ
ず、近い将来脱落することはないものと思われ
た。
2010年に国内の 7大学の小児歯科学講座が
中心となって実施した、エックス線写真撮影時
の年齢が 7歳以上の小児 15,544名（男子 7,502
名，女子 8,042名）を対象とする我が国初の永
久歯先天性欠如に関する全国規模の疫学調査に
おいて、第三大臼歯を除く永久歯の先天性欠如
者数は 1,568名、発現頻度は 10.09％であっ
た3）。比較すると今回の調査では第三大臼歯を
除く永久歯に先天欠如が認められたのは 15名、
発生率は 7.5％で少し少なかった。これは矯正
治療における便宜抜去の有無が明らかでないケ
ースがあったことと、調査対象者の数が少ない
ためだと考えている。
また先天欠如は 2010年の疫学調査では、歯
種別では下顎第二小臼歯に最も多く認められ、
次いで下顎側切歯、上顎第二小臼歯、上顎側切
歯の順であったが、今回の調査では上顎側切歯
が 11本で最も多く、ついで下顎第二小臼歯が
8本、上顎第二小臼歯が 6本、下顎側切歯が 4
本であった、犬歯は上顎の 1本が逆性埋伏して
いた。頻度に若干差はあったが、歯種としては
同様のものであり、特に有意の差はないものと
思われた。
法月は永久歯の先天欠如に対して矯正治療後
にインプラント治療を行った症例を報告してお
り4）、井下田らは 12～20歳までの 59名のイン
図 8 上顎正中埋伏過剰歯（デンタルエッ
クス線撮影による確認写真）
：上顎の正中、やや左側よりに過剰歯が埋
伏している。
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プラント患者の実態調査を行い、インプラント
を希望する理由として 12名（23.3％）から先
天欠如による咬合および審美的な回復のためと
いう回答を得ている5）。今回 2本の乳歯の晩期
残存を伴い、永久歯の先天欠如数が 13本と著
しく多かった症例については、部分性無歯症の
可能性も考えられた。なお、この症例では上顎
右側第一および第二小臼歯部と、下顎右側犬歯
部に各々 1本ずつ、計 3本のインプラント体が
埋入されていた。これは審美的な補綴処置をブ
リッジで行うのに必要な歯数の不足を補うため
であろうと思われた。
また、今回の調査では乳歯の晩期残存がない
症例のうち 6症例に第四大臼歯が認められた。
原田らが 10年間におよぶ計 1,458名の学生実
習のパノラマエックス線写真をもとに報告した
第四大臼歯の埋伏に関しては、上顎両側の症例
が 1名あるのみであった6）。これはおそらく従
来のパノラマエックス線写真とデジタル様式の
パノラマエックス線写真との鮮鋭度の違いと、
デジタル画像処理（拡大機能やコントラスト調
整機能）が可能であることが大きく影響してい
るものと思われた。
その他の過剰歯については正中埋伏過剰歯の
症例を除くと、第四大臼歯を含む 5つの過剰歯
を有する症例が 1例認められた（図 6）。この
症例では下顎左側の小臼歯部に歯牙腫様の陰影
が認められる埋伏過剰歯もあり、腫瘍性の病変
との鑑別も重要と思われた。
また正中埋伏過剰歯の場合は、デジタルとい
えどもパノラマエックス線写真では脊椎と重な
って見えにくいこともある7）。そういった場合
には今回のようにデンタルエックス線撮影によ
る確認が有効と思われた。
Ⅴ 結 論
歯科衛生学科学生 200名のエックス線撮影を
行なったところ、第三大臼歯を除く永久歯に先
天欠如が認められたのは 15症例であった。そ
のうち 9症例では計 15本の乳歯の晩期残存を
有していた。先天欠如が認められなかった症例
のうち 6症例には第四大臼歯が各 1本ずつ計 6
本認められた。第四大臼歯を有する症例のうち
1症例ではその他に 4本の埋伏過剰歯が認めら
れた。また、先天欠如が認められなかった症例
で、正中埋伏過剰歯が認められた症例が 1例、
他に上顎犬歯の逆生埋伏が認められた症例が 2
例あった。
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